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	スライド 1: 2023年度第２回　語学センター主催FD講演会を実施しました
	スライド 2: 2023年度第１回　語学センター主催FD講演会を実施しました
	スライド 3: 長岡技術科学大学―高専　英語教育情報交換会を行いました
	スライド 4: 本学と高専間での英語教育連携の必要性と方向性について 提案発表しました
	スライド 5: 高専・本学学生用の英語教材（CLIL教材試作版）ができました
	スライド 6: 高専の英語プレゼンテーション地区大会の審査を務めさせていただきました
	スライド 7: 新潟県上越地区の高校の英語教員を対象にした講演の機会をいただきました
	スライド 8: 高専技科大間の英語教育連携をテーマにセッションを行いました
	スライド 9: 高専と長岡技科大間の英語教育連携について提案発表を行いました

